
９ 外国語 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅱ ３ 第２学年 

教 科 書 ： All Aboard! 

Communication EglishⅡ(東京

書籍) 

副教材：英文法リアクション・トレ

ーニング（三省堂） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コミュニケーション英語Ⅱの授業は、「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」という４技能の力をつける授業です。

そのため、聞いたり読んだりしたことを基に情報や考えなどについて話したり書いたりする言語活動を多く行います。授業では

積極的に活動に参加しましょう。 

・英語の語彙や文法については、実際のコミュニケーションでどのように使われるか、ということを意識して学習することが大切

です。常に「英語を使う」ということを意識して学習しましょう。 

・音読は外国語学習の中でとても大切な練習の一つです。英語のリズムやイントネーションに気をつけ、聞いている人にきちんと

伝わるような音読を心がけましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第２学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅱ」（３単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

絵や写真など視

覚的補助を利用

してそれについ

て既習の表現や

教科書の表現を

用いて本文の内

容を説明でき

る。 

コミュニケ

ーション英

語Ⅱ 

インタビュ

ーテスト 

暗唱テスト 

 

・聞いたり読んだり

したこと、学んだ

ことや経験したこ

とに基づき、情報

や考えなどについ

て、簡潔に書くこ

とができる。 

・内容の要点を示す

語句や文、つなが

りを示す語句など

に注意しながら書

くことができる。 

・・・・・・・・・・・・・

など 

コミュニケ

ーション英

語Ⅱ 

ライティン

グテスト 

定期考査 

 

 

 

・事物に関する紹

介や対話などを

聞いて、情報や

考えなどの概要

をとらえること

ができる。 

・事物に関する紹

介や対話などを

聞いて、情報や

考えなどの要点

や詳細をとらえ

ることができ

る。 

・・・・・・・・・・・・・

など 

コミュニケ

ーション英

語Ⅱ 

ライティン

グテスト 

定期考査 

 

・説明や物語な

どを読んで、

情報や考えな

どの概要をと

らえることが

できる。 

・説明や物語な

どを読んで、

情報や考えな

どの要点や詳

細をとらえる

ことができ

る。 

・・・・・・ 

など 

コミュニケ

ーション英

語Ⅱ 

暗唱テスト 

音読テスト 

定期考査 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに興味を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話す

こと」と「書くこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

CAN-DO リストによる「聞く

こと」と「読むこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

 

 

４ 学

習 の

活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Lesson ２ 

Streetcars 

in my city 

(４時間) 

近年、注目を浴

びている路面電

車について学

ぶ。路面電車の

再生がなぜ２１

世紀の街づくり

に重要なのかを

考える。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・路面電車について知

っている情報や、そ

れについて考えてい

ることを、間違うこ

とを恐れず、積極的

に話す。 

・各セクションを読む前

に、路面電車について

知っている情報や、そ

れについて考えている

ことを、ワークシート

に基づいて、ペアで伝

え合う。 

・路面電車について知

っている情報や、そ

れについて考えてい

ることを、間違うこ

とを恐れず、積極的

に話している。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・興味をひかれた路面

電車について、適切

に書く。 

・セクションごとに、興

味をひかれた路面電車

について、ワークシー

トに英語で書く。 

・興味をひかれた路面

電車について、適切

に書くことができ

る。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語理解の能力」 

・路面電車が、各都市

ででどのような使わ

れ方をし、どのよう

な貢献を及ぼしてい

るかいるか、につい

て、読んだことを理

解する。 

・セクションごとに、関

連した画像などを見な

がら、路面電車につい

て読み、イメージとと

もに、その内容を理解

する。 

・路面電車が、各都市

ででどのような使

われ方をし、どのよ

うな貢献を及ぼし

ているかいるか、に

ついて、読んだこと

を理解することが

できる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・関係代名詞の使い方

を理解する。 

・be proud of～などの

使い方を理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・関係代名詞の使い方

を理解している。 

・be proud of～など

の使い方を理解して

いる。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson １ 

My friend 

in Hawaii 

(４時間) 

ハワイに住んで

いる日系アメリ

カ人の友人を紹

介している。ハ

ワイの文化を知

ると共に、自己

紹介の方法につ

いて学習する機

会とする。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する。 

・読んだことに基づき、

自分のことについて

話す。 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づい

て、自分のことについ

て伝え合う。 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する

ことができる。 

・読んだことに基づ

き、自分の趣味・特

技について話すこ

とができる。 

・授業時間を利用して

インタビューテス

トを実施する。 

・付加疑問文のテスト

を行う。 

「外国語理解の能力」 

ALTとの円滑な意思疎

通を目指す。 

・Reading out を利用し

て、セクションごとに

概要を把握する。 

ALTとの円滑な意思相

通ができているか。 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現（That’s 

why ～など）の使い

方を理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（That’s why～な

ど）の使い方を理解

している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 



 

４ 学習の活動  

Lesson ４ 

The spirit 

of  

the forest 

(４時間) 

国の天然記念

物・準絶滅危惧

種に指定されて

いるヤマネの生

態を通して、環

境保全や人と自

然の共存につい

て考える。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ヤマネについて知っ

ている情報や、環境

問題について考えて

いることを、間違う

ことを恐れず、積極

的に話す。 

・各セクションを読む前

に、ヤマネについて知

っている情報や、環境

問題について考えてい

ることを、ワークシー

トに基づいて、ペアで

伝え合う。 

・ヤマネについて知っ

ている情報や、環境

問題について考えて

いることを、間違う

ことを恐れず、積極

的に話している。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・興味をひかれたヤマ

ネの生態やその生活

について、適切に書

く。 

・セクションごとに、興

味をひかれたヤマネの

生活について、ワーク

シートに英語で書く。 

・興味をひかれたヤマ

ネの生活について、

適切に書くことがで

きる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語理解の能力」 

・ヤマネが、現在どの

ような生活を送り、

どのような状態にい

るかについて、読ん

だことを理解する。 

・セクションごとに、関

連した画像などを見な

がら、ヤマネの生活に

ついて読み、イメージ

とともに、その内容を

理解する。 

・ヤマネが、現在どの

ような生活を送り、

どのような状態に

いるかについて、読

んだことを理解す

ることができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・間接疑問文の使い方

を理解する。 

・形式主語の使い方を

理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・間接疑問文の使い方

を理解している。 

・形式主語の使い方を

理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ３ 

Crossing 

language 

Barriers 

(４時間) 

一流の芸人とし

て世界にその名

をとどろかせて

いる腹話術師の

「いっこく堂」。

彼のモットーは

「現地の言葉で

公演すること」

である。インタ

ビューを通して

生徒に外国語学

習の意義につい

て考える機会を

提供する。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する。 

・読んだことに基づき、

興味を持った点につ

いて話す。 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づい

て、興味を持った点に

ついて伝え合う。 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する

ことができる。 

・読んだことに基づ

き、自分の興味を持

った点について話

すことができる。 

・授業時間を利用して

インタビューテス

トを実施する。 

 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

・Summary Chart を利

用して、セクションご

とに概要を把握する。 

（本単元では設定し

ない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の考えや関心を

伝える表現（現在完

了 ～など）の使い方

を理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現（現在

完了 ～など）の使

い方を理解してい

る。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 



 

４ 学習の活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Lesson ６ 

Mago no 

mise 

(５時間) 

本教科書で学ぶ

高校生と同年代

の高校生が、「ま

ごの店」という

レストランで働

く姿を自分たち

の生活と比較し

ながら、一人ひ

とりが自分たち

の将来について

考える一助とす

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・料理について知って

いる情報や、それに

ついて考えているこ

とを、間違うことを

恐れず、積極的に話

す。 

・各セクションを読む前

に、料理について知っ

ている情報や、それに

ついて考えていること

を、ワークシートに基

づいて、ペアで伝え合

う。 

・料理について知って

いる情報や、それに

ついて考えているこ

とを、積極的に話し

ている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・興味をひかれた内容

について、適切に書

く。 

・セクションごとに、興

味をひかれた内容につ

いて、ワークシートに

英語で書く。 

・興味をひかれた内容

について、適切に書

くことができる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語理解の能力」 

・「まごの店」が、どの

ような活動をし、ど

のような貢献を及ぼ

しているかいるか、

について、読んだこ

とを理解する。 

・セクションごとに、関

連した画像などを見な

がら、「まごの店」につ

いて読み、イメージと

ともに、その内容を理

解する。 

・「まごの店」が、各

どのような活動を

し、どのような貢献

を及ぼしているか

いるか、について、

読んだことを理解

することができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・不定詞の使い方を理

解する。 

・be in charge of～な

どの使い方を理解す

る。 

・本文中で用いられてい

る英単語の意味や用法

を確認する。 

・不定詞の使い方を理

解している。 

・be in charge of～

などの使い方を理解

している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 

 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ５ 

Girl with a 

pearl 

earring 

(４時間) 

その内省的な絵

画で世界的な人

気を博している

フェルメールの

作品をとりあげ

る英語を通して

その魅力に迫

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら音読を続ける。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら音読を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する。 

・作品の感想を述べる。 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づい

て、自分のことについ

て伝え合う。 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する

ことができる。 

・作品の感想を述べる

ことができる。 

・授業時間を利用して

インタビューテス

トを実施する。 

 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

・Reading out を利用し

て、セクションごとに

概要を把握する。 

（本単元では設定し

ない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現、及び

分詞の使い方を理解

する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現、およ

び分詞の使い方を

理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 



 

４ 学習の活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Lesson ８ 

Wings of 

music 

(５時間) 

寺久保エレナは

Jazzの Alto Sax

奏者として中学

時代から注目を

集め、高校卒業

後アメリカに単

身留学してさら

に独自の音楽表

現を広げてい

る。特に、音楽

と英語について

の彼女の体験は

外国語を学ぶ上

で示唆に富んで

いる。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・Jazzについて知って

いる情報や、それに

ついて知っているこ

とを、積極的に話す。 

・各セクションを読む前

に、Jazzについて知っ

ている情報や、それに

ついて考えていること

を、ワークシートに基

づいて、ペアで伝え合

う。 

・Jazzについて知っ

ている情報や、それ

について知っている

ことを、積極的に話

している。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・興味をひかれた内容

について、適切に書

く。 

・セクションごとに、興

味をひかれた内容につ

いて、ワークシートに

英語で書く。 

・興味をひかれた内容

について、適切に書

くことができる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語理解の能力」 

・英語が、彼女の音楽

活動でどのような貢

献を及ぼしているか

いるか、について、

読んだことを理解す

る。 

・セクションごとに、関

連した画像などを見な

がら、路面電車につい

て読み、イメージとと

もに、その内容を理解

する。 

・英語が、彼女の生活

でどのような使わ

れ方をし、どのよう

な貢献を及ぼして

いるかいるか、につ

いて、読んだことを

理解することがで

きる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・関係代名詞の使い方

を理解する。 

・think of～などの使

い方を理解する。 

・本文中で用いられてい

る単語の意味や用法を

確認する。 

・関係代名詞の使い方

を理解している。 

・think  of～などの

使い方を理解してい

る。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ７ 

A 

microcosm 

in the sea 

(５時間) 

環境破壊が進む

グレートバリア

リーフの現状を

マイクのプレゼ

ンテイションを

通して理解し、

日本国内におけ

る環境問題にも

目を向けさせ、

自分たちが出来

る環境保護つい

て考える機会と

する。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら音読を続ける。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら音読を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・グレートバリアリー

フについての説明を

読んで、その内容を

口頭で要約する。 

・読んだことに基づき、

自分の感想について

話す。 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づい

て、自分の感想につい

て伝え合う。 

・主題についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する

ことができる。 

・読んだことに基づ

き、自分の感想につ

いて話すことがで

きる。 

・授業時間を利用して

インタビューテス

トを実施する。 

 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

・Reading out を利用し

て、セクションごとに

概要を把握する。 

（本単元では設定し

ない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・If節の使い方を理解

する。 

・本文中で用いられてい

る英語の意味や用法を

確認する。 

・If節の使い方を理解

している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 



 

４ 学習の活動  

Lesson 10 

Bunraku 

(５時間) 

日本の伝統的な

人形劇である文

楽について留学

生のリンダによ

るｽﾋﾟｰﾁを通し

て自国の文化を

見つめなおすき

っかけとする。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・文楽について知って

いる情報や、思って

いることを、積極的

に話す。 

・各セクションを読む前

に、文楽について知っ

ている情報や、環境問

題について考えている

ことを、ワークシート

に基づいて、ペアで伝

え合う。 

・文楽について知って

いる情報や、感想に

ついて、積極的に話

している。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・興味をひかれた文楽

の内容やリンダの感

想について、適切に

書く。 

・セクションごとに、興

味をひかれたリンダの

感想について、ワーク

シートに英語で書く。 

・興味をひかれたリン

ダの感想について、

適切に書くことがで

きる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語理解の能力」 

・文楽とは、どのよう

な芸術かについて、

読んだことを理解す

る。 

・セクションごとに、関

連した画像などを見な

がら、文楽について読

み、イメージとともに、

その内容を理解する。 

・文楽が、どのような

もので、リンダがど

のような感想を持

っているかについ

て、読んだことを理

解することができ

る。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・知覚動詞の使い方を

理解する。 

・so that節の使い方を

理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・知覚動詞の使い方を

理解している。 

・so that節の使い方

を理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ９ 

Magic of 

the 

cotswolds 

(５時間) 

さおりが旅行中

に先生、リンダ、

マイクに宛てて

書いたメールの

内容を通して、

イギリスの様子

や旅の感想など

から外国への興

味を持たせた

り、自分の住ん

でいるところに

ついて考えるき

っかけとした

い。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら音読を続ける。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら音読を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・メールを読んで、そ

の内容を口頭で要約

する。 

・読んだことに基づき、

興味を持った点につ

いて話す。 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づい

て、興味を持った点に

ついて伝え合う。 

・メールを読んで、そ

の内容を口頭で要

約することができ

る。 

・読んだことに基づ

き、自分の興味を持

った点について話

すことができる。 

・授業時間を利用して

音読テストを実施

する。 

 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

・Reading out を利用し

て、セクションごとに

概要を把握する。 

（本単元では設定し

ない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・関係副詞の使い方を

理解する。 

・さまざまな、動詞句

を理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・関係副詞の使い方を

理解している。 

・さまざまな、動詞句

を理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 



 

４ 学習の活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Lesson 12 

Hayabusa’s 

Present 

from space 

(６時間) 

数々の苦難を乗

り越えて世界初

のサンプルリタ

ーンを成功させ

た小惑星はやぶ

さのエピソード

を通して日本人

技術者の誇りを

学ばせる。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・はやぶさについて知

っている情報や、そ

れについて考えてい

ることを、話す。 

・各セクションを読む前

に、はやぶさについて

知っている情報や、そ

れについて考えている

ことを、ワークシート

に基づいて、ペアで伝

え合う。 

・はやぶさについて知

っている情報や、そ

れについて考えてい

ることを、積極的に

話している。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・興味をひかれた内容

について、適切に書

く。 

・セクションごとに、興

味をひかれた内容につ

いて、ワークシートに

英語で書く。 

・興味をひかれた内容

について、適切に書

くことができる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語理解の能力」 

・はやぶさが、どのよ

うな使われ方をし、

どのような貢献を及

ぼしているかいる

か、について、読ん

だことを理解する。 

・セクションごとに、関

連した画像などを見な

がら、はやぶさについ

て読み、イメージとと

もに、その内容を理解

する。 

・はやぶさが、どのよ

うな使われ方をし、

どのような貢献を

及ぼしているかい

るか、について、読

んだことを理解す

ることができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・分詞構文の使い方を

理解する。 

・be moved by～などの

使い方を理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・分詞構文の使い方を

理解している。 

・be moved by～など

の使い方を理解して

いる。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 11 

Bitter 

truth 

about 

Chocolate 

(５時間) 

チョコレートの

原材料であるカ

カオの生産と西

アフリカにおけ

る児童労働に関

する現状を把握

し、その１つの

解決策であるフ

ェアトレードシ

ステムについて

考える。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら音読を続ける。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら音読を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・カカオ・フェアトレ

ードについての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する。 

・読んだことに基づき、

自分の感想を話す。 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づい

て、自分の感想につい

て伝え合う。 

・カカオ・フェアトレ

ードについての説

明を読んで、その内

容を口頭で要約す

ることができる。 

・読んだことに基づ

き、自分の感想を話

すことができる。 

・授業時間を利用して

インタビューテス

トを実施する。 

 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

・Reading out を利用し

て、セクションごとに

概要を把握する。 

（本単元では設定し

ない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・使役動詞の使い方を

理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・使役動詞の使い方を

理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 


